
巻頭言

原子力研究所所長の就任にあたって

平成18年3月をもって定年退職された前所長金子義彦教授の後任とし

て、この4月より武蔵工業大学原子力研究所所長に就任いたしました。今後も

万全な原子炉施設の保全、安全管理に努め、一層の原子力の開発・利用の人材

育成に励む所存であります。

当研究所の原子炉は、建設以来40数年に渡る役務を終え、目下解体中であ

ります。振り返れば、わが国の原子力平和利用開始直後の昭和35年に五島慶

太理事長の提唱により当研究所が設立され、昭和38年1月30日初臨界に達

し武蔵工大炉(MITRR)として誕生いたしました。今日日本における総発

電電力量の3分の1を原子力発電によって賄っていることを考えるとき、この

時期にいち早く原子炉を導入し、研究者・技術者の育成と原子力技術の開発に

貢献してきたことは画期的なことであり、先人に敬服する次第であります。

平成元年12月の原子炉冷却水漏れで原子炉が停止されるまで26年間、原

子炉は、微量元素の分析、脳腫傷・皮層癌の治療、炉物理実験、運転実習など、

中性子利用を中心に教育、研究設備として、本学以外にも、文部省（現文部科

学省）の支援を得て、日本中の国公私立大学、研究機関の研究者や学生にも門

戸を開放して、時には年間約200名を超える方々にご利用いただきました。

平成元年の停止以来、原子炉の修復・再開か、廃止か、検討して参りましたが、

平成15年5月の五島育英会理事会で原子炉廃止を決定し、米国への使用済燃

料の返還を前提に、原子炉の廃止措置の作業を進めて居ります。

原子炉は廃止されますが、大学の使命として、これまで築き上げてきた原子

力の教育や研究の実績、原子力施設管理の経験を基盤に、今後とも研究所の施

設・機器を活用しながら、原子力の更なる安全を目指し、微力ながら研究者・

技術者の育成に迩進する所存で居ります。何卒、前所長同様ご指導、ご鞭捷を

賜りますようお願い申し上げます。

平成18年6月

武蔵工業大学原子力研究所

所長堀内則量
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